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うと，図 1に示すように，風化帯 I～IV，とくに IIでは，その部分による不均一性が大きく，
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注）図の説明
白一 1）図 1：深層風化帯模式図。
50 
国土問題77号
風化帯は層状に発達する。これを I～Vに区分し，さらに土壌部をVIとした。節理に水が浸透
し，そこから風化が進むため，中度の風化帯では，風化度が不均質になる場合が多い。断層活動
によって急な斜面が形成され，谷がそれを深く削ると，このような場所が谷底に露出する。高所
からの土石流に叩かれれば，かなり堅硬な岩塊が，節理で岩盤から外れて土石流に加わる。
注2）図2：シートブロック崩壊模式図（谷頭凹地形から見上げたスケッチ。スケール不同。）
除荷による節理は山の谷頭部でも発生する。地表面に平行なものは岩盤をシート状に割るが，
それに直下な節理もできる（他の理由によるものもある。たとえば斜面では，重力も働く）。その
ために生まれた不安定な岩塊は，豪雨を誘因として崩落し，周囲の風化土砂などともに土石流を
なして山麓へと流下する。地震動が働いても崩落する。なお，赤松はしばしば岩盤の割れ目に根
をはり，害ljれ目を拡大する。
注3）図 3:2014年土石流災害の発生地の地質と土石流流下痕分布（緑井・八木地区）模式図。
ホルンフェルスと花闘岩との境界は，かなりに推測による。より正確には，越智の報告を見て
いただきたい。しかし，多くの土石流がホルンフェルス分布地から発していることは疑いない。
土石流発生の高度は高，低の二つにはっきり分かれる。停止した位置も，東西で異なる。なお，
砂を含む泥水が流れた範囲は，この図では示せなかった。
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